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ニ
四

西
本
願
寺
蔵

『
浄
土
三
部
経
』
正
平
六
年
存
覚
書
写
本
の
朱
点
に
つ
い
て

|
親
鷲
自
筆
加
点
本
お
よ
び
龍
谷
大
学
蔵
南
北
朝
期
加
点
本
と
の
比
較
|

。
、
本
稿
の
目
的

て
西
本
願
寺
蔵
『
浮
土
三
部
経
』
正
平
六
年
存
覚
書
写
本
の
朱
点

二
、
正
平
六
年
写
本
朱
点
と
親
驚
加
点
本
朱
点
と
の
比
較

三
、
正
平
六
年
写
本
朱
点
と
龍
谷
大
学
木
南
北
朝
期
朱
点
と
の
比
較

四
、
正
平
本
・
館
谷
大
学
本
『
無
量
露
経
』
と
親
鷲
加
点
本

五
、
結
び

。
、
本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
西
本
願
寺
蔵
『
浮
土
三
部
経
』
正
平
六
年
(
一
三
五
二
存

覚
書
写
本
朱
点
な
ら
び
に
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』

(
m
E
m
a
2
)
南
北

朝
期
朱
点
の
、
仮
名
音
注
・
声
点
・
句
切
り
点
が
、
親
鷲
自
筆
の
訓
点
を

ほ
ぼ
正
確
に
伝
え
る
こ
と
の
論
証
を
目
的
と
す
る
。

て
西
本
願
寺
蔵
『
拝
土
三
部
経
』
正
平
六
年
存
貴
書
写
本
の
朱
点

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
(
西
本
願
寺
)
に
、
存
莞
(
一
二
九

O
年

佐
々
木

勇

ー
一
三
七
三
年
)
が
正
平
六
年
(
一
三
五
二
に
書
写
し
た
『
浮
土
三
部

経
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
の
存
在
は
、
『
古
写
古
版
真
宗
聖

教
現
存
目
録
』
(
一
九
三
七
年
、
本
願
寺
宗
学
院
)
な
ど
で
、
早
く
か
ら

知
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
筆
者
も
、
閲
覧
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
た
。

こ
の
度
、
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
二

O
O
九
年

秋
か
ら
数
度
に
亘
っ
て
、
こ
の
、
西
本
願
寺
蔵
『
浮
土
三
部
経
』
正
平
六

年
写
本
の
カ
ラ

l
写
真
を
拝
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
存
覚
書
写
『
浮
土
三
部
経
』
正
平

六
年
点
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
す
長
。

以
下
、
本
訓
点
本
を
、
正
平
本
『
浮
土
三
部
経
』
、
あ
る
い
は
、
単
に

正
平
本
と
呼
ぶ
。

正
平
本
『
浮
土
三
部
経
』
に
は
、
次
の
奥
書
が
存
す
る
。
(
/
は
原
本

の
改
行
、
〈
〉
内
は
、
割
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
)

[
観
無
量
害
経
]

正
平
六
歳
(
一
三
五
一
)
辛
卯
十
一
月
七
ケ
日
御
報
恩
念
傍
中
参
龍
/

本
願
寺
之
間
以
上
人
御
自
筆
本
差
聾
切
匂
畢
日
来
/
所
奉
寓
持
之
本

先
年
於
関
東
紛
失
之
間
今
楚
忽
/
奉
寓
之
後
日
以
比
本
可
奉
書
寓
安



置
者
也
/
於
上
下
堺
之
上
下
井
行
間
雄
被
記
疏
文
略
之
蒋
存
畳

(
以
上
、
朱
筆
。
)

[
阿
弥
陀
経
]

正
平
六
歳
辛
卯
十
一
月
二
十
八
日
於
大
谷
御
廟
以
御
自
筆
肩
書
井
句

皐
御
本
所
被
披
観
経
也
稽
讃
/
浄
土
経
文
井
法
事
讃
元
照
律
師
稗
等

監

被

載

之

今

所

略

也

稗

存

覧

(

以

上

、

朱

筆

。

)

[
無
量
害
経
巻
上
]

正
平
六
歳
辛
卯
十
二
月
十
五
日
切
句
差
声
畢
朱
貼
是
也
本
者
/
御
室

戸
大
進
入
道
殿
〈
有
範
/
上
人
御
親
父
〉
御
中
陰
之
時
兼
有
律
師
被

加
/
鮎
之
由
往
年
承
置
之
問
所
寓
之
也
外
題
者
上
人
御
筆
也
少
ミ

/
不
慮
之
事
等
躍
有
之
併
任
本
塁
先
卒
爾
寓
之
後
日
加
/
料
簡
可
黙

他

本

者

也

存

覚

(

以

上

、

塁

筆

。

)

{
無
量
害
経
巻
下
]

貞
和
二
歳
(
一
三
四
六
)
丙
戊
六
月
十
一
日
以
一
念
形
木
摺
本
/
書
之

〈
但
震
早
速
用
草
字
之
/
間
不
守
勃
童
〉
則
寓
彼
流
勃
皐
/

折
管
老
法
印
光
玄
〈
五
十
/
七
〉

彼
本
奥
書
云

御
本
云

嘉
禎
二
年
(
一
二
三
六
)
丙
申
十
二
月
廿
八
日
以
真
如
寺
殿
御
本
/

移
鈷
了
性
/
同
三
年
丁
酉
三
月
廿
七
日
以
肥
州
本
校
貼
了
性
/

同
廿
八
日
以
岡
本
切
匂
覚
云
ミ

又
云文

永
二
年
(
一
二
六
五
)
乙
丑
七
月
五
日
於
法
蔵
寺
御
房
以
御
本
/

〈
即
八
保
聖
人
/
御
本
也
〉
貼
校
等
克

文
永
十
二
年
(
一
二
七
五
三
亥
四
月
十
五
日
以
顕
御
本
移
勲
寛

同
廿
九
日
校
合
了

己
上
本
奥
書
也

彼
本
願
成
就
文
以
下
慮
ミ
科
文
等
井
私
付
一
流
之
義
/
令
記

付
事
等
済
ミ
駕
今
併
略
之
只
文
貼
等
虞
有
/
欲
見
合
之
思
伺

寓
之
市
巳
文
件
本
或
以
義
寂
/
慢
興
等
之
尺
勘
入
之
或
以
玉
篇

虞
韻
等
改
字
義
等
/
今
同
略
之
件
勘
文
故
昌
逗
法
眼
筆
跡
也
/

然
者
芦
偲
名
等
合
期
以
故
尊
真
上
人
之
説
/
允
用
欺
件
上
人
之

説
首
初
即
雄
相
惇
之
/
愚
本
紛
失
之
間
老
昧
之
後
忘
却
多
端
伺

/
就
見
及
寓
之
官
巻
委
貼
大
切
之
故
相
勘
/
損
手
不
便
¥
¥
左

道

¥

¥

貞
和
四
歳
(
一
三
四
八
百
子
十
月
五
日
以
興
園
寺
本
見
合
加
貼
畢
所

/

載

左

之

貼

是

也

(

存

畳

花

押

)

件
本
奥
書
云

於
西
山
参
鈷
寺
以
本
御
坊
上
人
善
|
御
自
筆
之
御
経
寓
貼
/
了
件

本

者

在

嘗

寺

之

経

蔵

馴

空

正
平
六
歳
(
一
三
五
二
辛
卯
十
二
月
十
七
日
切
匂
差
声
朱
貼
是

也

/

寓

本

之

由

来

等

委

記

上

巻

奥

畢

存

畳

(
以
上
、
す
べ
て
塁
筆
。
)

右
の
奥
書
か
ら
、
存
莞
は
、
正
平
六
年
(
一
三
五
二
十
一
月
末

1
同

十
二
月
十
七
日
に
か
け
て
、
「
観
無
量
室
町
経
」
「
阿
弥
陀
経
」
「
無
量
害
程
」

の
煩
に
、
「
聾
井
句
」
を
移
点
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
観
無
量
害
経
」
「
阿
弥
陀
経
」
は
、
「
上
人
御
自
筆
本
」
(
親
鷲
自
筆

本
)
の
「
聾
井
句
」
を
写
し
問
。

五



一
方
、
「
無
量
害
経
」
は
、
上
巻
奥
書
に
よ
れ
ば
、
親
鷲
の
父
有
範
の

中
陰
供
養
に
際
し
、
兼
有
律
師
(
親
鷲
の
弟
)
が
加
点
し
た
も
の
を
「
本
」

と
す
る
。
題
(
外
題
)
は
、
「
上
人
御
筆
」
(
親
鷲
自
筆
)
で
あ
っ
た
。

親
鷲
が
外
題
を
記
し
た
他
の
写
本
の
状
況
か
ら
見
て
、
「
無
量
害
経
」

の
声
点
な
ら
び
に
句
切
点
も
、
親
鷲
自
筆
本
の
訓
点
を
移
点
さ
せ
た
後
、

親
鷲
自
ら
点
検
・
補
訂
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
存
覧
移
点
の
底
本
は
、
そ
の
後
、
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)
に

「
八
保
聖
人
御
本
」
に
基
づ
く
「
貼
校
等
」
、
文
永
十
二
年
(
一
二
七
五
)

に
「
顕
御
本
」
を
も
っ
て
「
移
貼
」
、
同
年
同
月
「
校
合
」
、
嘉
禎
二
年
(
一

二
三
六
)
に
「
真
如
寺
殿
御
本
」
か
ら
「
移
貼
」
、
翌
年
、
「
肥
州
本
」
に

よ
っ
て
「
校
貼
」
を
経
て
い
る
こ
と
が
、
下
巻
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
正
平
六
歳
(
一
三
五
二
の
「
切
句
差
戸
朱
貼
」
移
点
に
先

立
つ
貞
和
四
歳
(
一
三
四
八
)
に
、
存
莞
自
身
に
よ
っ
て
、
「
以
興
園
寺
本

見
合
加
貼
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
行
左
に
見
ら
れ
る
、
本
文
校
合
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
欄
外
や
紙
背
に
も
、
「
興
云
」
に
続
く
、
墨
書
書
き
入
れ

が
存
す
却
。

一
一
、
正
平
六
年
写
本
朱
点
と
親
鷲
加
点
本
朱
点
と
の
比
較

ー
『
観
無
量
害
程
』
・
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
i

正
平
本
『
浮
土
三
部
経
』
の
奥
書
に
依
れ
ば
、
正
平
本
『
観
無
量
害
経
』

『
阿
弥
陀
経
』
は
、
親
鷲
自
筆
本
に
よ
っ
て
、
「
差
聾
切
匂
」
が
成
さ
れ

た
訓
点
本
で
あ
お
。

そ
の
移
点
原
本
で
あ
る
親
鷲
自
筆
本
が
、
幸
い
、
西
本
願
寺
に
現
存
す

る
。
一
九
七
三
年
に
『
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
(
法
蔵
館
)
に
収
め
ら
れ
、

一
九
八

O
年
に
同
朋
会
出
版
か
ら
、
巻
子
装
の
カ
ラ

l
複
製
が
出
て
い
る
。

ニムハ

二

O
O
六
年
の
『
増
補
親
鷲
聖
人
員
蹟
集
成
』
(
法
蔵
館
)
で

も
、
本
資
料
は
、
朱
点
が
判
読
で
き
る
二
色
刷
り
で
出
版
さ
れ
た
。

今
、
右
の
複
製
本
に
依
り
、
親
鷲
自
筆
加
点
の
朱
声
点
・
朱
句
切
り
点

と
、
正
平
本
に
存
売
に
よ
っ
て
移
点
さ
れ
た
そ
れ
ら
と
を
比
較
し
て
み
る

(
本
文
破
損
箇
所
は
、
[
]
と
し
、
破
損
の
た
め
声
点
不
明
の
場
合
は
、

(
?
)
と
す
る
)
。

ま
ず
、
両
本
『
観
無
量
害
経
』
巻
頭
の
数
行
に
お
け
る
本
文
と
朱
点
と

正
平
本
の
本
文
は
、
親
鷲
自
筆
本
と
は
異
な
る
本
に

さ
ら
に
、

を
掲
げ
る
。
な
お
、

依
っ
て
お
り
、
親
鷲
書
写
加
点
本
か
ら
の
移
点
の
際
、
親
鷲
書
写
本
の
本

文
を
、

親

1

「
御
本
|
|
」
と
し
て
、
朱
筆
で
注
し
て
い
る
。

『
傍
【
入
調
書
説
【
入
急
】
無
き
量
き
書
き
出
}
観
主
経
て
入
き
巻
空

宋
元
嘉
中
亘
良
耶
合
語

傍
説
観
無
量
却
す
得

『
傍
(
入
濁
怠
}
説
{
入
車
】
無
き
且
且
一
宣
言
平
濁
}
観
き
経
一

A

入
Mg
ぬ
甘
さ
(
朱
筆
)
「
御
本
比
題

E
1
 

也

宋
元
嘉
中
萱
良
耶
合
語

親
2 

-
王
室
】
合
さ

正
2 

『
如
き
是
平
き
我
平
き
聞
き
・
て
入
き
時
宝
き
悌
【
入
直
急
}
在

3

城
す
ご
香
圭
空
間
主
}
[
]
中
宝
章
・
血
(
{
平

V

『
如
き
是
牢
き
我
牢
濁
}
聞
き
・
一
{
入
墨
時

A

上
空
偽
【
入
肩
車

v

在
{
平
き
・
王
室
}
舎
(
平

V

城
主
き
・
書
室
濁
)
聞
き
堀
【
入
墨
山

3
中
主
き
・
奥
平
】

親

3

『
大
平
-g
比
き
き
丘
き
衆
き
・
千

2
一一牢】百{入組}玉

3
十円入

Zv人
2
倶
主

き
・
菩
室
温
)
躍
{
入
車
二
ニ
き
万
き
二
き
千

2
・

『
大
平
き
比
平
g
E
A上}衆

2
・
千
円
卓
二
き
百
丈
き
五
平
濁
】
十
A入
Z
】
人
{
上
}
倶
主

き
・
菩
【
去
濁
}
薩
(
入
主
ニ
き
万
さ
こ
さ
千

3
・

正

3



親
4 

『
文
芸
}
殊
主
き
師

3
利
き
法
門
入
唖
}
王
き
子
平
き
・
市
き
為

3
上
平

3
白牢】

官
平

v

時
主
き
王
室

v

合

3
大
城
主
濁
ご

『
文
書
}
殊
【
上
濁
}
師
き
利
き
法

A

入
担
}
王
宝
子
宇
き
・
而
き
為
2
v
上
平
き
首

2

.
『
青
空
時
主
き
王
室
}
合
さ
大
城
芸
き
・

正

4

5

親
5 

(
朱
筆
)
「
御
本
被
書
績
前
行
而
被
鈎
別
行
」

『
有
き
一
円
入
さ
太
平

v

子

2
・
名
き
阿
き
闇
宝
き
世
主
・
随
{
去
濁
}
順
牢
き
調
書

酒
}
達
丈
濁
き
・
悪
丈
き
友

3
之
主
}
教
き
・
牧
き

有
平
二
丈
主
太
平
】
子
宝
-
名
門
さ
阿
き
闇
(
上
ぎ
世
牢
}
・
随
安
調
}
順
宇
空
調
室

濁
}
『
達
{
入
湯
さ
・
悪

A

入館
v

友

3
之
主
}
教
き
・
牧
宇

V

正
6

親
6 

『
執
文
相
ご
父
平
濁

v

王
き
・
頻
圭
濁
}
婆
宝
濁
}
裟
3
羅
3
・
幽
き
聞
き
置
き
於
主
}

七
丈
き
重

Z
き
室
{
入
軽
き
内
・
制
き
諸

3

執【入
Hav
父
平
濁
}
王
宝
・
頻
(
去
濁
}
婆
宝
濁
}
裟

2
羅

3
・
幽
き
聞
き
置
き
於

3

.
『
七
{
入
生
重
宝
き
室
文
理
主
内
・
制
き
諸
【
上
】

正
7

親
7 

『
群
芸
き
臣
{
よ
き
・
一
文
芸
不

3
得

A

入
館
】
往
き
・
圏
内
入
組
〕
大
平
き
夫
主
き
人

3

・
名
章
き
提
{
上
き
希

3
・
恭
き
敬
宇
き
大

群
芸
き
臣
{
上
濁
}
・
一
文
芸
不

2
得
【
入
躍
}
往
き
・
園
{
入
き
大
平
き
夫
【
上
き
人

2

.
名
『
意

3
提
{
上
き
希

3
・
恭
き
敬
宇
き
大

正
8

親
8 

『王

3
・
操
き
浴
丈
き
清
き
浮
{
平
濁
}
・
以

3
蘇

3
蜜
{
入
喜
和
芸
}
[

塗
宝
酒
}
其
【
去
濁
日
身
(
上
}
・
諸
{
?
)
理
(
上
}
落
【
入
植
}

王
室

v

・
操
き
浴
丈
佳
}
清
圭
}
浮
字
型
・
以
き
蘇
主
}
蜜
円
入
き
和
き
挫
{
上
}
・
用
字
}

『
塗
宝
き
其
吉
岡
)
身

2
・
諸
(
き
理
主
洛
円
入
揖
】

]
用
主

正
9

親
9 

『
中

Z
・
盛
宝
き
葡

2
桃
主
き
摂

2
・
蜜
【
入
生
以
き
上
平
調
}
王

3
・
帝
時

大
王
・
食
【
入
濁
u
v
挫
き
飲
き
旋
門
さ
・

正
日

中

3
・
盛
圭
き
葡

A

上
}
桃
主
き
挺

2
・
蜜
円
入
生
以
き
上
平
濁
}
王
室

v

・
爾
時

『
大
王
・
食
円
入
濁
綬
】
挫
き
飲
宝
探
き
・

シ

キ

毘

ツ

ク

E

『
求
芸
き
水

3
郷
町
さ
き
口
き
・
敵
[

敬
・
向
(
王
者
主
ぎ
闇

A

上
)
堀
山
・

シ

辛

反

ツ

ク

民

正
日
求
(
去
さ
水
主
}
散
文
芸
{
平

v

口
き
・
激
口
皐
文
書
己
主
・
合
{
入
摘
さ
掌
き
恭

2

シ
ユ

E

『
敬
・
向
き
書
主
き
闇

3
堀
山
・

右
の
如
く
、
こ
の
範
囲
で
の
両
本
加
点
は
、
加
点
の
有
無
を
含
め
、
句

切
り
点
ま
で
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
奥
書
に
見
ら
れ
る
通
り
、
正
平
本
の
朱
点
は
、
親
鷲

加
点
本
か
ら
移
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
移
点
は
、
極
め
て
正
確
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
親
鷲
加
点
本
が
破
損
の
た
め
判
読
で
き
な
い
箇

所
に
も
、
正
平
本
と
同
一
の
加
点
が
存
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

右
箇
所
以
降
の
全
体
を
通
じ
て
、
両
本
の
朱
点
を
同
様
に
比
較
し
、
両

者
異
な
る
点
を
左
に
掲
げ
る
。
(
算
用
数
字
は
、
親
鷲
自
筆
本
に
お
け
る

通
し
行
数
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
一
本
の
対
応
箇
所
が
虫
損
等
で

不
明
の
例
は
、
対
象
外
と
し
た
。
)

【
親
鷲
自
筆
本
に
訓
点
が
多
い
例
】

(
所
在
)
[
親
鷺
自
筆
本
]

〈
仮
名
音
注
〉オ

ウ

毘

シ

ュ

ン

E

観
ロ
知
書

v

情
l
向上}陣

1
2
}飛
平
}

観
別
名
震
陀
さ
見
・

〈
芦
点
〉

観
胤
極
司
週
楽
{
入
車

v

園
地
・

親

]
己
主
・
合

3
掌
き
恭
主
】

{
正
平
本
]

如(去}鷹
2
v
準
吉
岡
}
飛
き

名
馬
粗
{
き
見
・

極
楽

3
3園
地
・

七



観

山

頗

g
d
梨

3
色
〔
入
き
中
・

観

郎

元

常

Z
き
元

3
我
・

観

別

其

3光【上
v

金
色
円
入
置
き
・

観

m
m以
震
侍
牢
き
者

3
・

観

邸

皆

令

3
明
き
了
♀
}

観

m
自
然
嘗
き
見

3
・

観

m
諸
偽
現
前
笥
司
書
き
記
さ
・

観
別
眉
間
喜
割
当
相
・

観

抑

首

地

動

3
慮
・

観

捌

常

来

3
至
此
・

観

加

有

憶

3想
平
}
者
・

観

別

名

第

十

三

3
観

3

観
抑
具
割
当
此
功
徳
・

観

知

観

aa世
音
菩
薩
・

観
抑
照
行
者
宇
き
身

3
・

観

似

経

歴

多

3
劫
・

阿
日
極
出
席
刃
当
国
土
・

阿

四

八

功

3
徳
水

3
・

阿
お
成
割
当
就

3如
是
・

阿
お
七
刃
当
菩
提
分
・

阿
幻
何
笥
当
況
き
有
買
・

阿
判
元
所
郡
司
関
♀
8
・

阿

判

阿

君

僧

2
v
祇
【
上
き
劫
丈
g
・

阿

抑

於

今

3
十〈

λ
Z】
劫
・

阿
川
刊
非
是
算
書
敷
寧
き
・

頗
梨
色
文
雄
}
中
・

元
常
円
上
掴
}
元
我
・

其
光

2
金
色
丈
濁
雄
}
-

以
震
侍
{
平
き
者
・

皆
令
明
き

7
2

自
然
嘗
き
見
・

諸
悌
現
前
受
♀
き
記

2
・

眉
間
基
相
・

嘗
地
動
慮
・

常
来
至
此
・

有
憶
(
入
生
想
主
者
・

名
第
十
三
観

具
此
功
徳
・

観
世
音
菩
薩
・

照
行
者
平
き
身
・

経
歴
多
劫
・

極
楽
園
土
・

八
功
徳
水

2
・

成
就
如
是
・

七
菩
提
分
・

何
況
宝
有
貫
・

元
所
郡
関
♀
き
・

阿
僧

3
祇

Z
圃
}
劫
丈
き
・

於
今
十
円
入
渇
き
劫
・

非
是
算
数
字
き
・

阿

将

之

宮

所

能

き

知

3
・

阿

日

其

中

2
多
ョ
有
・

阿

幻

聞

ョ

説

3
司
阿
調
陀
悌
・

阿

臼

故

説

此

言

2
g
・

阿

臼

臆

ョ

首

3
稜
願
・

阿

ω
所
護
笥
割
念
鰹
主
き
・

阿

印

最

重

勝

司

音

3
偽
・

阿
卯
上
方
ョ
世
界
・

阿
貯
於
ョ
汝
意
云
き
何
{
上
渇

v

・

岡
市
引
何
笥
司
故
名
{
去
}
馬
主
-

阿

m
是
諸

3
人
【
上
】
等
・

阿

川

能

於

3
裟
圭
}
婆
主
き
国
土
・

阿
山
劫
{
入
組
】
濁

3
g・

〈
句
切
り
点
〉

観

田

名

目

初

き

観

き

イ

]

|

 

観
比
一
一
好
・

観

抑

以

此

買

手

ィ

観
加
接
{
入
唖
】
引
き
衆
生
ィ

阿
日
阿
き
韓
宇
き
蹴

A

入濁急}致{上
}
l
川

岡

山

能

爵

2
v
甚
宝
き
難
字
}
l
勺

【
正
平
本
に
訓
点
が
多
い
例
】

(
無
し
)

3
3
、

J

生
、
刀

両
本
朱
点
に
見
ら
れ
る
相
違
点
の
す
べ
て
で
あ
る
。

ニ
八

之
所
能
き
知

3
・

其
中

3
多
有
・

聞
説
阿
調
陀
偽
・

故
説
此
言
・

臆
嘗
2
v
護
願
・

所
護
念
経
主
望
・

最
{
き
勝
音
(
土
}
悌
・

上
方
世
界
・

於
汝
意
云
き
何
主
き
・

何
故
名
き
震

2
・

是
諸
人

Z
等
・

能
於
裟
き
婆
【
上
濁
}
国
土
・

劫
(
入
き
濁
・

名
目
初
き
観
き

一
一
好

以
此
買
手

接
丈
き
引
き
衆
生

阿
牢
}
梓
平
揖
}
政
【
入
濁
き
致

A

土}

能
馬
主
】
甚
宝
酒
】
難
{
平
日



右
以
外
の
朱
点
は
、
両
本
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
正
平
本
奥
書

の
「
上
人
御
自
筆
本
」
は
現
存
西
本
願
寺
蔵
親
鷲
自
筆
本
で
あ
る
、
と
見

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
兄
。

右
岡
本
の
相
違
点
は
、
す
べ
て
、
親
鷺
自
筆
本
に
存
す
る
訓
点
が
、
正

平
本
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
。

正
平
本
に
は
、
親
鷲
自
筆
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
次
の
よ
う
な
書
き
込

み
が
有
る
。

観
間
十
二
き
由
主
旬
平
豊
平
声
佳
御
一
本
/
不
定
・

観
山
山
遍
き
覆
牢
酒
X

入
き
[
〈
下
欄
〉
私
云
覆
字
有
平
濁
入
清
二
声
]
地
上
・

右
例
か
ら
、
声
点
・
芦
調
に
関
す
る
十
分
な
知
識
が
、
存
畳
に
存
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
、
先
の
異
同
に
は
、
存
覚
が
意
図
的
に

移
点
し
な
か
っ
た
も
の
を
含
む
可
能
性
を
、
否
定
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
存
畳
が
移
点
を
省
略
し
た
、
あ
る
い
は
、
移
点

し
落
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
相
違
点
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
存
覚
が
私
意
に
よ
っ
て
訓
点
を
増
補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例

は
、
皆
無
で
あ
る
。

三
、
正
平
六
年
写
本
朱
点
と
龍
谷
大
学
本
南
北
朝
期
朱
点
と
の
比
較

ー
『
無
量
害
経
』
に
つ
い
て

l

正
平
本
『
無
量
害
経
』
の
朱
点
を
、
兼
有
律
師
加
点
『
無
量
害

経
』
ま
た
は
親
鷺
自
筆
加
点
『
無
量
害
経
』
の
訓
点
と
比
較
し
た
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
本
と
も
、
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
ら
し
い
。

し
か
し
、
幸
い
、
親
鷲
加
点
本
の
声
点
・
句
切
り
点
を
移
点
し
た
と
推

測
さ
れ
る
『
無
量
害
経
』
訓
点
が
伝
存
す
る
。
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
程
』

(m

-
m
a
2
)南
北
朝
期
朱
点
で
あ
幻
。

次
に
、

『
無
量
害
程
』
巻
上
巻
頭
部
分
を
、
先
と
同
様
に
比
較
引
用
す

る
こ
と
で
、
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』
南
北
朝
期
朱
点
と
正
平
本
『
無

朱
点
と
の
異
聞
を
示
す
。

左
に
、

量
害
程
』

(
龍
谷
大
学
蔵
本
南
北
朝
期
朱
点
を
龍

正
平
木
朱
点
を
正
と
す
る
。
算
用
数
字
は
、
各
本
に
お
け
る
行
数
で
あ
る
。
)

龍

1

2
『
偽
説
{
入
金
ε
無

き

量

き

害

程

3
巻
き
上

『

曹

説

天

竺

三

識

康

僧

鎧

語

『
悌
刃
雪
説
{
入
さ
無
き
量
平
】
喜
一
吋
司
ヨ
経
【
上
v

品
甘
さ
上
割
当

曹
貌
天
竺
三
識
康
僧
鎧
語

正

-

龍
3 

『
我
平
翌
聞
き
知
{
上
}
是
牢
翌
・
一
丈
急

v

時
主
君
悌
・
住
宇
き
王
き
合
平
}
城
主

き
・
書
室
濁
}
聞
き
咽
{
入
墨
山

zv中
{
上
き
・
典
主

『
我
牢
き
聞
き
知

2
是
字
型
・
一
丈
き
時
{
上
空
偽
・
住
宇
酒
}
王
き
合
平
】
城
主

翌
・
書
圭
空
間

3
堀
(
入
生
山
2
v
中
主
き
・
血
〈
宇
】

E
2
 

龍
4 

『
大
宝
淘
}
比
平
き

E
E衆
き
万
さ
こ
さ
千
主
人

3
倶(上濁}・

聖
宇

v

神
通
主
き
己
主
達
(
入
濁
怠
)
・

『
大
平
き
比
{
平
濁

}
E
Z衆
き
万
き
一
一
平
}
千

3
人

3
倶
{
上
空
・

聖
牢
】
神
通
{
上
き
己
主
達
(
入
酒
急
}
・

一
切
平
き
大

一
切
平
き
大

正

3

龍
5 

『
其
宝
き
名
【
上
}
白
文
章
}
・
尊
き
者
平
君
了
き
本
主
際
平
君
・
尊
者
正
き
願
宇

き
・
尊
者
正
語
牢
空
・
尊

『
其
宝
酒
}
名
{
よ
)
日
{
入
き
・
尊
霊
}
者
牢
調
}
了
き
本
空
際
平
濁
}
・
尊
者
王
{
平
}
願
♀

酒
}
・
尊
者

E
語
宇
き
・
尊

王
4

龍
6 

『
者
大
宇
望
号
平
き
・
尊
者
仁
き
賢
主
宰
・
尊
者
離
主
垢
き
・
尊
者
名
き

間

3
・
尊
者

『
者
大
平
望
号
平
君
・
尊
者
仁
き
賢
主
き
・
尊
者
離
き
垢
き
・
尊
者
名
{
き

正
5

九



聞
円
上
}
・
尊
者

『
善
♀
き
貫
{
入
濁
さ
・
尊
者
具
牢
濁
}
足
(
入
睡
)
尊
者
牛
圭
濁
}
王

3
・
尊
者
優
主
)

楼
主
)
頻
【
上
濁
}
輩
2
v
迦

A

上}

正

6

『
善
【
平
き
貫
(
入
揖
書
・
尊
者
具
♀
き
足

A

入
き
尊
者
牛
圭
き
王

3
・
尊
者
優
主

棲
主
}
頻
{
上
調
}
義
主
迦
主

v

龍

7
龍

8

『
葉
【
入
緩
}
尊
者
伽

詞
A

上
}

『
際
入
緩
}
尊
者
伽

3
耶
主

v

迦
葉
・
尊
者
那
き
提

2
g迦
葉
・
尊
者
摩
牢

V

可
4

〔土}

耶
主
}
迦
葉
・
尊
者
那
き
提

迦
葉
・
尊
者
摩
{
平
】

正

7

龍

9 

『
迦
葉
・
尊
者
合
き
利
き
弗

2
3
・
尊
者
大
目
{
入
き
提
き
連

2
・
尊

者
劫
{
入
き
賓
室

v

『
迦
葉
・
尊
者
合
さ
利
き
弗
丈
き
・
尊
者
大
自
主
主
提
き
連

3
・
尊

者
劫
丈
き
賓
室
】

正

8
龍

叩

『

那

zv
・
尊
者
大
住
・
尊
者
大
牢
き
浮
き
凋

v志
3
・
尊
者
摩
詞
周
(
上
}

那

zv
・
尊

正

9

『
那

3
・
尊
者
大
住
・
尊
者
大
平
き
浮
♀
き
志

2
・
尊
者
摩
詞
周

3

那
2
v
・
尊

右
の
と
お
り
、
両
点
は
、
偶
然
で
は
起
こ
り
難
い
一
致
を
見
せ
活
。

左
に
、
続
け
て
、
両
本
朱
点
を
対
照
さ
せ
る
。

龍
谷
大
学
蔵
本
巻
上
日
行
目
以
降
に
お
け
る
両
本
朱
点
の
相
違
点
は
、

以
下
が
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
。

下〈♀【

192仮岩龍
名)大

!旦主音[ 本
き 注 龍 に
自〉大訓

見 本 点
之]が

多
し、

伊j

〈
芦
点
〉

ャ:円
d
i
l
l
-

上
口
光
英
(
上
}

ア
ウ

上
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以
上
、
ー
こ
の
両
本
の
比
較
で
は
、
と
も
に
具
聞
が
存
す
る
。

し
か
し
、
右
に
見
ら
れ
る
通
り
、
下
段
「
正
平
本
」
の
方
に
、

に
加
点
が
多
い
。

全
体
的

四
、
正
平
本
・
龍
谷
大
学
本
『
無
量
害
程
』
と
親
鷲
加
点
本

右
の
如
く
、
仮
名
音
注
・
戸
点
・
句
切
り
点
が
多
い
例
は
、

偏
る
。先

の
、
親
鷲
自
筆
『
観
無
量
害
程
』
『
阿
弥
陀
経
』
と
の
比
較
か
ら
、

正
平
本
に

四
四

存
莞
は
、
親
鷲
自
筆
本
に
仮
名
音
注
・
朱
芦
点
・
句
切
り
点
を
追
加
し
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

『
観
無
量
害
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
に
続
け
て
移
点
し
た
『
無
量
害
経
』

も
、
底
本
の
訓
点
以
外
に
追
加
し
な
い
と
い
う
移
点
態
度
を
、
存
覧
は
、

お
そ
ら
く
変
更
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

存
畳
の
『
無
量
害
程
』

本
の
音
注
が
、
す
で
に
存
し
た
こ
と
に
な
る
。

正
平
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
、
龍
大
本
に
は
存
し
な
い
、
本
文
具
同
や

加
点
内
容
に
関
す
る
私
注
、
あ
る
い
は
訓
注
・
義
注
が
有
る
。

(
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在
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道
教

究
暢
平
里
会
き
元
極

尋
吉
田
】
稜
元
上

幸
平

v

悌
信
き
明
言

日
月
最
【
入
担
】
重
宝
圃
】
輝
宝
}

憂
思
2
v適

A

入
組
}
等
・

眉
宇

v

負
牢
濁
】
経
き
戒
宇

v

・

元
所
省
き
録
【
入
g
・

こ
れ
ら
は
、
親
鷲
自
筆

い
類
の
注
で
あ
る
。

存
売
が
底
本
と
し
た
『
無
量
害
経
』
訓
点
本
に
、
「
人
保
聖
人
御
本
」

「
顕
御
本
」
「
真
知
寺
殿
御
本
」
「
肥
州
本
」
な
ど
か
ら
移
点
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
う
。

『
観
無
量
害
経
』
『
阿
弥
陀
経
』

に
は
存
し
な

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
正
平
木
の
底
本
は
、
親
鷲
加
点
の
仮
名
音
注
・
戸

点
・
句
切
り
点
を
移
点
し
た
後
、
増
補
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
幻
。

し
た
が
っ
て
、
龍
谷
大
学
本
『
無
量
書
経
』
は
、
正
平
本
よ
り
も
、
親

鷲
自
筆
『
観
無
量
書
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
加
点
実
態
に
近
い
。

お
そ
ら
く
、
現
存
龍
谷
大
学
本
『
無
量
害
経
』
朱
点
は
、
親
鷺
自
筆
『
無

字
音
点
(
ま
た
は
そ
の
移
点
本
)
を
、
正
確
に
移
点
し
た
も
の
で

量
室
町
経
』

あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
は
、
親
鷲
加
点
『
無
量
害
経
』
が
現
存
し
な
い
た
め
、

不

明
の
部
分
が
多
い
。
ま
た
、
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』
と
同
時
に
加
点

さ
れ
た
『
観
無
量
害
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
が
伝
わ
ら
な
い
ら
し
く
、
親
鷲

自
筆
『
観
無
量
害
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
訓
点
と
の
比
較
が
で
き
な
い
こ
と

も
、
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
正
平
本
・
龍
大
本
と
も
、
親
鷲
加
点
の
字
音
点
を
反
映
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

玉
、
結
び

以
上
、
正
平
本
『
浮
土
三
部
経
』
は
、
正
平
六
年
(
一
三
五
二
に
お

け
る
親
鷲
自
筆
訓
点
本
お
よ
び
そ
の
移
点
本
か
ら
の
、
正
確
な
移
点
本
で

あ
る
。こ

れ
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
資
料
は
、

の
価
値
を
持
つ
。

日
本
語
史
上
、

以
下

1
.

親
鷲
自
筆
本
の
欠
を
補
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

現
存
親
鷺
自
筆
『
観
無
量
害
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
は
、
良
好
な
保
存
状

態
で
は
あ
る
が
、
経
年
に
よ
る
痛
み
・
虫
損
は
免
れ
て
い
な
い
。

声
点
図
の
欠
け
た
部
分
や
、
欠
損
し
た
文
字
・
芦
点
を
、
正
平
本
の
記

述
・
加
点
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
幻
』

2
.

龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』
の
芦
点
を
も
、
親
締
結
自
筆
本
の
正
確

な
移
点
本
と
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

親
鷲
自
筆
『
無
量
害
経
』
字
音
点
の
伝
本
は
、
現
在
、
確
認
さ
れ
て
い

な
し本

稿
の
対
象
と
し
た
存
覚
書
写
正
平
本
は
、
親
鷲
自
筆
『
無
量
豊
一
一
昨
経
』

の
字
音
点
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
公
開
さ
れ
て
い

四
五
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そ
の
存
覚
書
写
正
平
本
朱
点
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
龍
谷
大
学
蔵
『
無

量
害
経
』
南
北
朝
期
朱
点
が
、
親
鷲
自
筆
『
無
量
害
経
』
字
音
点
を
正
確

に
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

こ
の
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』
南
北
朝
期
点
は
、
全
頁
カ
ラ

l
写

真

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
所
定
の
手
続
き
を

取
れ
ば
、
原
本
の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
極
初
期
の
呉
音
直
読
資
料
で
、
そ
の
全
貌
が
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
少
な
い
。
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』
上
下
二
巻
二
冊

(m-

m
'
2
)を
活

用

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

よ

り

詳

細

な

日

本

漢

字

音

史

が

描

か
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

注(
1
)
 
当
時
の
セ
ン
タ
ー
長
故
浅
井
成
海
先
生
・
本
願
寺
教
学
伝
道
研
究
所
長
満
井

秀
城
先
生
・
お
世
話
下
さ
っ
た
三
栗
章
夫
先
生
は
じ
め
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
、

(
2
)
 改

め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

原
本
閲
覧
の
機
会
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
書
誌
等
は
、
『
古
写
古
版
真
宗

聖
教
現
存
目
録
』
(
一
九
三
七
年
、
本
願
寺
宗
学
院
)
に
依
ら
れ
た
い
。

(
3
)
 
な
お
、
「
日
来
所
奉
潟
持
之
本
先
年
於
関
東
紛
失
」
と
さ
れ
る
本
は
、
現
在
、

三
重
県
津
市
の
真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
、
存
覚
二
十
九
歳

時
の
写
本
『
観
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
小
川
貫
弐
「
「
叡

阿
弥
陀
経
集
註
」
に
つ
い
て
」
、
川
瀬
和
敬
「
高
田
山
所
蔵
存
貸
手
写
本
『
観
阿

弥
陀
経
集
註
』
に
つ
い
て
」
(
と
も
に
、
『
定
本
親
鷲
聖
人
全
集

別
冊

研
究

ノ
ー
ト
』
〈
一
九
七

O
年、

法
蔵
館
〉
所
収
山
、
平
松
令
三
編
『
高
ず
田
本
山
の
法

四
六

義
と
歴
史
』
(
一
九
九
一
年
、
同
期
舎
出
版
)
八
八
頁
、
参
照
。
こ
の
本
に
つ
い
て

も
、
原
本
閲
覧
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

(
4
)
 
こ
れ
に
は
、
『
切
韻
』
『
玉
篇
』
な
ど
か
ら
の
引
用
が
含
ま
れ
、
貴
重
で
あ
る
。

た
だ
し
、
朱
筆
字
音
点
を
対
象
と
す
る
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
に
触
れ
な
い
。

(
5
)
 
た
だ
し
、

経
本
文
は
、

別
本
に
依
る
。
こ
の
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
、

正
平

本
に
、
「
御
本
比
字
也
」
「
御
本
有
此
字
」
「
有
本
作
光
明
/
御
本
如
比
被
載
上
」

な
ど
の
存
資
筆
注
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
他
本
に
よ
っ
て
写
し
た
本
文
に
、

親
鷲
筆
「
御
本
」

の
訓
点
を
加
点
し
た
際
、
「
御
本
」

の
本
文
と
の
異
同
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
。

(
6
)
 
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
本
願
寺
蔵
親
驚
自
筆
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』

の
訓
点
が
、
伝
承
の
通
り
、
親
鷲
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

平
松
令
三
編
『
高
田
本
山
の
法
義
と
歴
史
』
八
八
頁
の
専
修
寺
蔵
文
保
元
年
(
一

三
一
七
)
存
資
写
「
親
鷲
聖
人
観
阿
弥
陀
経
集
註
」

の
解
説
に
は
、
次
の
記
述
が

有
る
。

実
は
西
本
願
寺
の
原
本
は
発
見
当
時
、

そ
れ
が
聖
人
の
真
蹟
で
あ
る
か
ど

う
か
の
議
論
が
あ
り
、

聖
人
吉
水
時
代
の
作
品
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
も
の
の
、

一
抹
の
不
安
が
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
こ
の
存
覚
書
写
本

の
発
見
に
よ
っ
て
、

聖
人
真
蹟
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
っ
た
。

(
7
)
 
佐
々
木
勇
「
館
谷
大
学
蔵
『
無
量
寄
経
』
の
訓
点
に
つ
い
て
|
定
家
仮
名
遣

に
よ
る
訓
読
点
と
貌
鷺
の
字
音
点
|
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
六
輯
、

九
九
三
年
五
月
)
、
参
照
。

(
8
)
 
前
注
論
文
で
は
、
龍
谷
大
学
蔵
本
に
刊
記
・
訓
点
奥
書
等
が
存
し
な
い
た
め
、

龍
谷
大
学
蔵
本
『
無
量
毒
経
』
字
音
点
が
、
続
鷲
字
音
点
に
近
い
こ
と
を
推
定

す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。



驚
聖
人
真
蹟
集
成

龍
谷
大
学
蔵
本
『
無
量
聖
母
経
』
に
は
、
上
下
巻
と
も
、
巻
末
に
次
の
塁
筆
奥

第
三
巻
』
〈
二

O
O
七
年
、
法
蔵
館
〉
等
で
ご
確
認
い
た
だ

書
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

き
た
い
。
そ
の
他
、
自
筆
で
は
な
い
が
、
専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
(
表
紙

見
返
)
に
こ
の
二
つ
の
芦
点
図
の
要
点
を
仮
名
書
き
し
た
芦
点
図
が
有
る
)
。

覚
忍
禅
尼
被
付
属
光
助
法
印
詑
/
r
r
宅
定
年

十
一
月
十
七
日

龍
谷
大
学
図
書
館
『
龍
谷
大
学
図
書
館
善
本
目
録
』
(
一
九
三
六
年
、
龍
谷
大

学
出
版
部
)
お
よ
び
藤
堂
祐
範
『
浄
土
教
版
の
研
究
』
(
一
九
七
六
年
、
山
喜
房
仏

①
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
害
経
註
』
(
巻
首
)

諸

法

鎌
倉
時
代
極
初
期
親
鷲
自
筆
書
写

書
林
)
の
解
説
で
は
、
こ
の
奥
書
は
常
楽
室
の
初
代
存
党
上
人
の
筆
と
伝
え
ら
れ

滑
急

法

筆

法
文
書
師

各
丈
き
各

濁
急

答
属
文

Zv倶
主
】

[|  

l l 

て
お
り
、

そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
下
巻
と

も
表
紙
見
返
し
に
、
お
そ
ら
く
は
奥
書
と
同
筆
で
、
「
常
楽
蓋

三
部
四
巻
内
」

と
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
存
覚
の
字
体
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
本
書
の
訓
点
も
、
存
売
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
可
能
性
が
存
す
る
。

清
緩

若
《
入
緩
ν

人

諸
法

E
g

口
丈
空
血
ハ

濁
緩
.

聴
法
文
渇
き

』

Z
A入
構
緩
》
匁
ヂ

作

証

金

目

答
属
文

ZV

仮
名
音
注
に
付
さ
れ
た

L
ニ
ιヒ
〔

上

濁

》

-

-

;

;

 

「反」

の
有
無
の
み
の
異
同
は
、
右
に
掲
げ
な
か
っ

||  

(
9
)
 た

。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
次
の
通
り
、

正
平
本
が
「
反
」
を
付
す
例
ば
か
り
で

あ
る
。

上 上 2
168 152孟
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正
平
木
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シ
ク
ウ

E
I
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一
人
叔

5
量

E

朱
で
書
か
れ
、
具
体
例
の
声
点
は
、
墨
で
記
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
甚
だ
し
い
。

{壬悟昏生元光餓
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湖 .

②
正
平
本
『
観
無
量
害
経
』
(
巻
首
)

諸
事
》
法

正

平

六

年

二

三

五

二

存

覚

書

写

清
急

法
文
書
筆

法
文
き
師

各
丈
き
各

濁
急

車
骨
属
文

Zv倶
主

V

上
231 

||  

l l 

下
126 

下
加

下
加

下
山

下
訓親

鷲
は
、
自
身
で
、
次
の
声
点
図
を
記
し
残
し
て
い
る
(
『
御
影
堂
平
成
大
修

清

緩

若
丈
曹
人

諸
法
主
空

各
丈

3血
(

濁
緩

聡
法
文

ZV

寂
{
入
濁
紐
】
静

春
属

suv

||  

l| 

(
叩
)

復
事
業
記
念
西
本
願
寺
展
』
〈
二

O
O
三
年
、
東
京
国
立
博
物
館
〉
、
『
増
補

親

四
七



声
点
図
の
原
形
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
②
正
平
本
の
声
点
図
に
よ
り
、
①
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
露
経
註
』
の

阿
弥
陀
経
』

な
お
、
親
鷺
自
筆
本
か
ら
の
存
覚
二
十
九
歳
時
移
点
本
で
あ
る
専
修
寺
蔵
『
観

一
三
一
七
・
八
年
写
本
の
巻
頭
に
も
、
②
の
芦
点
図
と
全
同
の
芦

点
図
が
写
さ
れ
て
い
る
(
平
松
令
三
編
『
高
田
本
山
の
法
義
と
歴
史
』
八
八
頁
、

参
照
)
。

③
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
(
巻
頭
)

口
法

ー
I

l

-

-
」

清

急

一

一

法

2
2華

一

一

法

文

生

師

一

一

各

文

書

各

是
従

ll  
諸各若重
比主主""'"
工緩緩

き男fA

右
①
②
③
の
芦
点
図
は

ほ
ぽ
等
し
い
。

た
だ
し
、
③
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
左
上
の
図
で
は
、
喉
内
入
声
字
「
若
」

「
各
」
を
上
字
と
し
、
「
清
緩
」

寛

n~ 年( 

一
一
一一審濁汽

属急3こニ
一S f親

J き驚
肘書

写

l|  
ユ
ル
ク

濁
緩各

属
文

ZM

聴
法
文
掲
縁
日

寂
文
掲
空
静

の
古
一
戸
点
が
加
点
さ
れ
た
「
若
人
」
「
各
奥
」
を

先
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
左
下
の
図
で
は
、
「
答
属
」
を
最
初
に
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
「
濁
急
」

の
上
、

の
例
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
「
答
属
倶
」
と
対
応
さ
せ
、

比
較

理
解
を
促
す
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
③
西
本

願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
の
芦
点
図
は
、
①
②
『
観
無
量
誇
経
』
の
声
点
図
と
比
較

し
て
、
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
①
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
害
経
註
』
芦
点
図
は
、
親
鷺
自
筆
で
あ
る

四
八

こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
表
紙
見
返
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た

め
、
後
の
書
き
込
み
、
後
代
の
添
付
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。

し
か
し
、
存
資
が
二
一
二
七
年
と
一
三
五
一
年
と
に
、
こ
の
芦
点
図
を
そ
の

ま
ま
写
し
た
原
本
が
現
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
①
の
芦
点
図
が

一
三
一
七

年
に
、
現
在
の
位
置
に
存
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
①
の
芦
点
図
は
、
③
『
唯
信
抄
』
の
芦
点
図
と
比
較
し
て
未
整
理
で

あ
る
た
め
、

一
二
三

O
年
以
前
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
を
総
合
し
て
、
①
西
本
願
寺
蔵
親
驚
自
筆
『
観
無
量
害
経
註
』
の
戸
点

図
は
、

同
本
に
加
点
さ
れ
た
声
点
の
凡
例
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
親
鷲
に
よ

っ
て
、
芦
点
加
点
時
に
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
、
復
元
さ
れ
た
芦
点
図
は
、
声
点
の
帰
納
的
研
究
を
補
う
も
の
で
あ
る
。

(
日
)

一
九
八

O
年
四
月
十
五
日

1
五
月
二
十
五
日
の
会
期
で
、
京
都
国
立
博
物
館

に
て
、
特
別
展
覧
会
「
西
本
願
寺
の
秘
宝
」
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
際
の
、
京

都
国
立
博
物
館
編
の
図
録
に
は
、
本
資
料
「
偽
説
観
無
量
寄
経
」
巻
首
見
聞
き

の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
範
囲
で
は
、

公
に
な
っ
た
本

資
料
写
真
は
、
こ
の
一
葉
の
み
で
あ
る
。

[
さ
さ
き

い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
教
授
]

(
平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日
受
理
)


